
第 T条 大会名
20 10JR S C CエビスラップタイムアタックI (江、凪 y )

第2条 オーガナイザー
ジュピターレーシング & スポーツカークラブ(非埒C C )

第 3 条 開催日
第 1戦 5月 16 日(日)
第2戦 7月 18 日(日)
第 3 戦 8 月 15 日(日)
第 4 戦 10 月 3 1白(日)

第 4 条 開催コース
エビスサーキット東コース

右回り 20 6 1 m / 周
福島県二本松市沢松倉 1番地

第 5条 大会役員･主要競技役員
大会組織委員長 塩澤三子夫
同副委員長 熊久保信菫 柳下 雄二
同委員 倉蔦 守 大内 信実

大会審査委員長 伊藤 浩幸
同委員 清野 蔵 鳴海

競技長 柳下 雄二(コース委員長兼務)
同委員 清野 蔵 鳴海 友明

計時委員長 鈴木 則子 (朝)倉鳥 守
技術委員長 岩田 邦夫 (割)大内 信実
救急委員長 三浦 英之
大会事務局長 笹野美由紀
その他、大会審査委員、執行競技役員、大会医師は、大会允
グラムま摘ま、公式通知に示す。

第 6 条 競技内容
1. 種目と格式
① 種目:サーキッ神ライアル
⑦ 格式"準国内(JA F公認部門)

:クロースコド

2. 参加車両とクラス区分
① 2oー0 年JA FI圏内競技車両規則 P N SA ,B 車両
⑦ ターボ等過給装置付きエンジンは~係数 1.7 を乗じたクラスに
移行される。

③ クラス区分
1) JA F公認部門
‐T A‐1クラス 1600cc以下の 2 輸駆動(P,N,SA.B )
‐2 A孝クラス 1601 ~ 2000ccの 2 翰駆動-(P N SA,B )
- 3 A - 3 クラス 200 1以上の 2 輸駆動(PN ,SA ,B)
-4 A -4 クラス 4 輪駆動(P N SA ,B)
2 ) クローネ-部門
- 1 C - 1クラス 1600cc以下の 2 翰駆動(P,NS A.B )
‐2 C - 2 クラス 160 1 ~ 2000ccの 2 輸駆動(P,N,SA ,B )
- 3 C - 3 クラス 4 輸駆動(P N SA,B)

④ 参加台数が 6 台に満たない場合は上位クラスへ編入、合併
する場合がある。(第 33 条 3,参照)

3 . 参加資格
① JA F公認部門
有効な国内B級ライセンス及び国内A 級ライセンス所持者。
ただし、過去 2 年間に全日本選手権及び地方選手権レース
上位入賞者を除も
② クローネ櫛軒9
4 輸運転免許証所持者で･当クラブの会員及び当日有効の準
会員とする。
*クローネ高B門出場者は、国内 B 級ライセンスが取得で綣ま
す。

4 . 競技方法
20 分間のラップタイム計測×2ヒート

第 7条 燃料
ガソリンスタンドで一般市販されている、レギュラーガソリンおよび無鉛ハイ
オクガソリンとする。

第 8条 参加申込期間
第 1戦 4 月 16 日(金) ~ 5月 3 日(月)
第 2 戦 6 月 18 日(金) ~ 7月 5日(月)
第 3 戦 7月 15 日(木) ~ 8月 2 日(月)
第 4 戦 9 月 30 日(木)~ 10 月 18日(月)

第 9条 参加申込
1 . 申込先
エビスサーキット内JR S C Cラップタイムアタック大会事務局
〒964‐0088 福島県二本松市沢松倉 1番地
TEE 0243一24一2972 FA X :0 24 3一24一29･3 6

2 . 申込方法
参加申込書記載の上、参加料を添えて現金書留で送付すること。

3 . 参加料
参加料:18000 円
参加 1台あたり、ビットクルーは 3 名までとする。

4 . 参加受理
正式に受理されたものに対し~参加受理著を発送する。正式に受

理された参加料は一切返還瑳ない。
5 . 参加定員
① 48 名(24 名×2 組走行時)
② 競技運営、タイムスケジュール等の都合により参加定員を定
める場合がある。
③ 参加受付の優先順位は申込順とする。

6 . エンド′-の拒否
オーガナイザーは理由を明かすことなくエンド′-を拒否することがで
きる。この場合、拒否の通知と共に参加料より手数料 3 0 0 0 円を差
し引いた金額を返却する。

7 . ゼッケンナンバー

ゼッケンナンバーはオーガナイザーが指定し、受理警に示される。

第 10 条 ドライバーの変更
1 . 原則として変更はで毫ない。
2. 負傷などやむを得ない理由で参加できない場合.大会審査委員会
の承認を待て変更することができる。この申請は、変更手数料
10000 円を添えて公式車両検査 10 分前ま召こ文書で大会事務
局に届け出ること。

第 = 条 参加車両の変更
1 . 変更手数料 10000円を添えて公式車両検査まで鰍ご文書で大会事
務局に届け出ること。

2. スペアカーの使用はで碧ない。

第12条 参加者およて躰▲ライバーの遵守事項
1. 国際モータースポーツの規則、同付則、国内競技規則、同付則お
よび本大会特別規則、運営上のあらゆる規定、競技規則の指示に
従うものとし、これらに違反するものは大会審査委員会の決定により
モータースポーツ審査委員会に提議され、資格停止処分以上の罰
則が適応される場合がある。

2 . スポー、墳2ンシップに則ったマナー、言動を保つこと。
3 . 薬品な割こよって精神をつくろったり飲酒してはならない。
4 . 禁煙は指定された場所以外で行ってはならない。
5 . クレデンシャルカードは、見やすいところへつけること。
6 . 会場内での空ふかし 急発進、ブレーキテスト、器走行為、エンジン
始動中のジャッキアップをしてはならない。

7 . パドック内における盗難、事故など【ご十分気をつけること。これらに
関しては参加者の貴任と｣ オーガナイザーは贄任を負わない。

第13 条 メディカルチェック
1. オーガナイザーがメディカルチェックを実施する場合、示された時
間 ･場所においてメディカルチェックを受けこと。

2 . 1.以外にも競技長が必裂と判断した時は、受診を指示する場合が
ある。

　　　　　　　

本競技会は(社)日本自動車連盟(JA F )公認のもと、FIA 国際モータース= 職 -,銅切開鑑鯛も.び 殺 到-ポーツ競技規則に準拠したJA F国内競技規則筈並びに本特別競技規則
書に従つて開催される。



第14条 公式車両検査
亀 タイムスケジュールに示す時間･場所において公式車両検査を受
けること。

2、 車両以外r拶【の装備も検査を受ける。
① ヘルメット(JIS 規格 C 種または SNELL 等)20 10JAF 国内競
技中両規則第 4 舖付則『スピード行事競技用ヘルメッHこ関
する指導要綱』に従うこと。

② 究]-ブ(指のでない耐火炎性または皮製のもの)
③ 服装は木綿製または耐火性の長袖および長ズ‘ボン
④ 活動的なシューズ(レーシングシューズ、運動靴等)

3ん 競技終了後、上位入賞車両及び抗議対象車両について車両分解
検査などの再検査を行う場合がある。技術委員長が再検査を行う
場合、参加者またはその代理人が貴任を持って分解.組み立てを
行うものとする。

亀 才-ガナイザーが配布する自動計測器(発信器)を競技開始前に
搭載すること。

5も 車検合格後に車両に変更を加えた場合、技術委員による再承認を
受けること。

6も 公式章両検査を受けない場合、修正で毫ない場合、技術委員長の
行う再車検に応じない場合、検査の結果が不合格の場合は失格と
なる。これらにより出走が出来なかった場合でも参加料の返還はし
たない。

第 15 条 ブ′-フィング
全てのドライバーの参加を轢務づける。欠席の場合、出走は認められず′
タイヤとなる。

第 T6 条 競技
1 . コースイン

① オフィシャルによる合図に従ってコースインする。
② ビットの出口および各自のビットから出走することがで綣る。
③ ビットの出ロからトラックに続くホワイトラインを横切ってはならな
し、

2 . 走行
① 国際モータースポーツ競技規則付則H項に従って表示される
信号旗に従うこと。

②

オレンジ色の円形の

ある黒筬(ゼッ燐沫.-

ドと共に表示)

次の周に自己のビットへ戻れ

一･トー--
一"‘÷庁[｣

チェッカー旗 錢技終了。チェッカー旗を受けた隣は

追し、控I益-し

3 . 計測
① コースインの合図からチェッカーフラッグを受けるまで計測され
る。ただし、先頭車両がチェッカーフラッグを受けてから2分後
に計測は終了する。
② 赤旗による中断が発生した蜻合、大会審査委員会の承認を
待て、走行時間を短縮あるいは、競技終了とする場合があ
る。

4 . ピットイン

① ピツーメンする場合 J O OR 手前の｢P ｣看板から合図を出し、ト
ラック右側を走行する二と。
② ピッfロードの制限速度は40 k m / hとする。
③ リバースギアは、使用禁止。

5 . ホームストレート

① レーシングスピード淹掟行できなくなった場合、走行ラインを外
して走行すること。
② コース左側で車両を停めた場合、コース横断は禁止とする。

6 . 終了
チェッカーフラッグを受けたら,クールダウンラップを1周して自己のビ

ット▲、戻ること。クールタウンラップ中は追い越し禁止とする。
7. 順位の決定
① 2回の計測でベストタイムの速い者を上位とする。
⑦ 同タイムの場合、セカン竪芹ムにより決定する。
③ 同タイムの場合、ベス杉!イムを先に計測した者を上位とする。
④ 同時の場合、大会審査委員会の決定による。
⑤ 天候、トラックコンディションの変化は一切考慮されない。

8 . 競技からの除外
走行続行または2回目の走行が危険と判断された場合、大会審査
委員会の承認を待て当該走行から除外または2回目の走行を認め
ない場合がある。

第 17 条 賞典および賞の制限
1 . 賞與
公式通知に示す。

2. 賞の制限

6-7台 2、5台- ,6台以上ーぼー5田 m 2台 l m o台 - I l
l l 位 I 位 - 位まで I 位 み I6位まで 5位まで 4位まで 3位まで 2位吏で 1位のみ

第 18 条 損害の補償
1 . 参加者は、参加車両及び~その付属品が破損した場合、理由の如

②

何を問わずその賞任は参加者が負わなければならない。
2 . 参加者、ドライバー、ビットクルーは~オーガナイザー、大会役員、競
技役員及び係員が一切の損害補償の責任を免除されていることを
了承しなければならない。すなわち大会役員、競技役員および係
員は、その役務の最善を尽くすことは勿論であるが、もしその役務執
行によって起きた参加者、ドライバー、ビットクルーの負傷、死亡およ
び車両の損害に対して、オーガナイザー、大会役員、毀技役員およ
び係員は一切の保証責任を負わなければならないものとするb

第 19 条 抗議
参加者は国内競技規則に従って抗議する秘幼くできる。

第 20 条 大会の成立
第 1ヒートが終了した時点で成立とする。

第21条 競技会の延期･中止･短縮･合併･分離
1. 保安上または不可抗力のために競技会の実施あるいは続行が困
難になった場合、大会審査委員会の決定により競技会の延期、中
止および短縮を行う。中止の場合は参加料を返還する。

2. 短縮の場合は各クラスことに順位の判定がで培るが出来る限り該当
クラスは成立したものとする。

3 . 参加台数が 6 台に満たないクラスの場合はそのクラスの挙行を中
止または他のクラスとの合併を行う場合がある。

第 22 条 オーガナイザーの権限
1. 本規則第 9 条7.に示す参加の拒否
2. 大会スポンサーの広告を参加車両に貼付させる霞とがで挙る。
3 . 全ての参加者、ドライバー、ビットクルー及び競技中両の音声、写
真、映像など報道、放送、出版に関する権限を有し、この権限を第
三者が行使するに交=を許可で碧る。

第 23 条 本特別競技規則の解釈
本規則に疑義が生じた場合、参加者は文章によって寅擬申し立てが出
る。質疑に対する回答は、大会審査委員会の解釈を最終的なものとして
関係当事者に口頭で通告される。

第 24 条 本特別競技規則の施行
本規則は、参加申込受付開姶と同時に有効となる。

大会組織委員長 塩澤王子夫

実需 叫 鮑r粕 酬9 & So M eo.C m b

信号旗の意味
搬腹 計測開始/危険解聡
くフラッグタワ-/ポスト)

贄旗 前方に障害物/危険有り、徐行、追
い越し築上

赤の縦縞のある費旗 トラヅリの表面が滑りやすい、注魁
白旗 トラック上に低速走行車両力獨仇
背旗 追い越し車両あり。
黒旗(ゼッケンボLFと 次の周に自己のビット人戻れ
共に表示) ‐


